
欧米の犯罪機会論と日本の安全・安心まちづくり 
酒類販売業等に関する懇談会 2004.5.12 

１ 欧米の犯罪対策の成功要因：「原因論から機会論へ」「犯罪者から被害者へ」「人格から場所へ」 
～1970年代：犯罪原因論＝犯罪者の異常な人格や劣悪な境遇という原因の除去を目指す。 
1980年代～：犯罪機会論＝犯罪者と非犯罪者との差異はほとんどなく、犯罪性が低い者でも犯
罪機会があれば犯罪を実行し、犯罪性が高い者でも犯罪機会がなければ犯罪を実行しない。 

 
２ 犯罪に強い３要素：犯罪機会を減らす方法 
 

 犯罪に強い要素 ハードな要素 ソフトな要素 

標的 

抵抗性 
 

犯罪者から加わる力を 

押し返そうとすること 

恒常性 
 

一定不変なこと 

管理意識 
 

望ましい状態を維持 

しようと思うこと 

領域性 
 

犯罪者の力が及ばない 

範囲を明確にすること 

区画性 
 

区切られていること 

縄張意識 
 

侵入は許さない 

と思うこと 場所 

（地域） 監視性 
 

犯罪者の行動を把握 

できること 

無死角性 
 

見通しのきかない 

場所がないこと 

当事者意識 
 

自分自身の問題として 

とらえること 

ハード面を重視：防犯環境設計、ソフト面を重視：割れ窓理論（Broken Windows Theory） 
 
３ コミュニティの再生：安全・安心まちづくり →秩序違反と地域がキーワード 

   
Ａ             Ｂ             Ｃ 

   

Ｄ              Ｅ 
・英国：Crime and Disorder Act 1998, Criminal Justice and Police Act 2001,  

Licensing Act 2003 →alcohol-related disorder 
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